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内分泌代謝学領域の雑誌

医学雑誌の意義を論ずる場合、読む雑誌と

しての意義と投稿する雑誌としての意義の２

つが考えられるが、与えられたテーマは内分

泌の臨床に役立つ雑誌ということであるから、

これは当然前者の読む雑誌という意味と考え

る。なお内分泌腺の疾患を扱う「内分泌学」

と糖尿病や高脂血症に代表される疾患を扱う

「代謝学」とを分ける立場もないわけではな

いが、一括して「内分泌代謝学」として扱う

のが一般的である。従って、ここでは主に読

む雑誌としての意義を論ずる立場から、「臨

床内分泌代謝学」に役立つ雑誌について述べ

る。

内分泌代謝学は比較的基礎と臨床が直結し

てきた分野である。従って臨床雑誌だけを読

んでいたのでは、進歩についていくことは不

可能であり、ここでも内分泌代謝の臨床雑誌

にとどまらず、基礎雑誌も取り上げる。また

基礎と臨床とならんで、内科の各分野で問題

となるのは、専門化（分化）と統合である。

内分泌代謝学も一般内科の進歩と無縁ではあ

り得ない。近年ｅｎｄｏｃｒｉｎｅの定義が拡大され、

従来の内分泌腺以外の臓器や細胞、血管壁な

ども内分泌器官としての特徴を持つことがわ

かり、内分泌代謝学は特にボーダーレスと

なっている傾向が強く、ｎｅｕｒｏ－ｉｍｍｕｎｏ－

ｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇ”ｙやｃａｒｄｉｏｖａｓｃｕｌａｒｅｎｄｏｃｒｉ

ｎｏｌｏｇｙ＆ ｍｅｔａｂｏｌｉｓｍ などの学際領域の
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学問が発達している。従って内分泌代謝学の

専門誌のみでなく、一般内科誌にも目を通す

ことが必要である。しかしこの点では一般内

科雑誌を挙げるときりがないので、特に必要

なものにとどめる。

２．国内雑誌

和文誌は投稿する雑誌としてはもちろん、

読む雑誌としての意義も他の分野同様に少な

くなりつつあるが、やはり母国語は簡単に読

むには便利である。日本内分泌学会は会誌と

して和文誌の『日本内分泌学会雑誌』と、英

文誌の『Ｅｎｄｏｃｒｉｎｅ Ｊｏｕｒｎａｌ』の２つを

持っている。

前者は歴史も古く、長らくわが国随一の内

分泌関連の雑誌として権威あるものであった

が、日本の内分泌学の発展と共に、他の分野

と同様英文でないと評価されない事情もあり、

近年投稿数も減少し沈滞傾向にあった。そこ

で評議員のアンケート調査をふまえ、投稿論

文の掲載は終えることが決定した。そのため

読む雑誌としての意義も抄録号以外は少なく

なったと言わざるを得ない。

英文誌『ＥｎｄｏｃｒｉｎｅＪｏｕｒｎａｌ』は、以前

は『Ｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｉａ Ｊａｐｏｎｉｃａ』と称され

ていたが、国際化を図るため近年頭文字の

ＥＪ を残して『ＥｎｄｏｃｒｉｎｅＪｏｕｒｎａｌ』と改称

された。まだ国内からの投稿が大部分を占め

るのが現状で、その地位を上げるための方策

が検討されている。

内分泌専門の商業誌としては『ホルモンと
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臨床』があり、特に日本内分泌学会の秋季大

会などの一部の演題を選定して抄録集として

毎年発行される『増刊号、興味ある症例』は、

症例に遭遇したときの簡単なレファレンスと

しては便利である。また日本臨床の増刊号の

『内分泌症候群』や『広範囲血液・尿化学検

査、免疫学的検査』なども後に述べるように

有用なことがある。その他の一般内科雑誌、

『日本内科学会雑誌』や『内科』『総合臨

床』『日本臨床』『Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ』

（以前『代謝』という名前であった）などの

商業誌でも内分泌の各分野（例えば甲状腺、

骨カルシウム代謝、糖尿病など）の特集が組

まれることがしばしばあり、参考になる。

３

国外雑誌

内分泌代謝学の分野では米国がなお指導的

立場を維持している。前述のように日本もイ

ニ シアチブを取ろうと努力しているが、現時

点では米国の雑誌が最も重要であることに変

わりはない。

米国内分泌学会は ＴｈｅＥｎｄｏｃｒｉｎｅＳｏｃｉ－

ｅｔｙと称され、どこにも米国の文字がないこ

とからもわかるように最も古い内分泌学会で

あり、その年次集会は国際学会に相当するも

ので ある。 ＴｈｅＥｎｄｏｃｒｉｎｅＳｏｃｉｅｔｙは古く

より、『Ｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｙ』、『Ｊｏｕｒｎａｌｏｆ

ＣｌｉｎｉｃａｌＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｙ ＆ Ｍｅｔａｂｏｌｉｓｍｊ］

（ＪＣＥＭ）の２大雑誌を有しており、前者が

基礎、後者が臨床の論文を掲載している。こ

の２つは内分泌専門医のほとんどが目を通し

ているものであろう。

ＪＣＥＭ は最近Ｅｄｉｔｏｒｉａｌ、ＣｌｉｎｉｃａｌＲｅｖｉｅｗ

Ｃｌｉｎｉｃａｌｃａｓｅｓｅｍｉｎａｒ、Ｐｒｉｓｍａｔｉｃｃａｓｅ、

Ｅｘｔｅｎｓｉｖｅｐｅｒｓｏｎａｌｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅなどの新し

い欄を数多く作り、一般投稿は以前載ること

のなかった症例報告やｐｒｅｌｉｍｉｎａｒｙなものも

含め数多く短いものが掲載されるようになっ

た。この変遷の評価は議論のあるところであ

ろう。ただし、Ｅｄｉｔｏｒｉａｌ、ＣｌｉｎｉｃａｌＲｅｖｉｅｗ

は後に述べるように欲しい文献を探すときの

簡単な ｒｅｖｉｅｗ として便利である。

更に ＴｈｅＥｎｄｏｃｒｉｎｅＳｏｃｉｅｔｙはｒｅｖｉｅｗ

のみの『ＥｎｄｏｃｒｉｎｅＲｅｖｉｅｗｓ』、分子生物学

を独立させた『ＭｏｌｅｃｕｌａｒＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏ－

ｇ”ｙ』の２つの雑誌も発刊したが、ともに短

い年数で高い評価を得ている。前者は内分泌

関 係の最 も評価の高い ｒｅｖｉｅｗ 専門誌であ

るが、通常 は１つ の ｒｅｖｉｅｗ に参考文献が

４００近くあり、簡単に全体像を把握する文献

としてはやや読みにくい感がある。後者は、

最近で は、 後述 の 『Ｎａｔｕｒｅ』 『Ｓｃｉｅｎｃｅ』

『Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ』

（ＪＢＣ）に匹敵するような論文が載るように

なってきた。

英国内分泌学会も『ＪｏｕｒｎａｌｏｆＥｎｄｏｃｒｉ－

ｎｏｌｏｇｙ』 『Ｃｌｉｎｉｃａｌ Ｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｙ』の２

大雑誌を出しており、前者が基礎、後者が臨

床専門であるが、現時点ではやはり米国の２

大雑誌の方が評価が高い。

『ＡｃｔａＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｉｃａ』はヨーロ ッパ

の学会誌で、最近『ＥｕｒｏｐｅａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆ

Ｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｙ』と改称したが 、文字通 り

ヨーロッパの雑誌の性格が強い。

糖尿病関係では米国糖尿病学会（Ａｍｅｒｉ－

ｃａｎ Ｄｉａｂｅｔｅｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ：ＡＤＡ）の出して

いる基礎の『Ｄｉａｂｅｔｅｓ』、臨床の『Ｄｉａｂｅｔｉｃ

Ｃａｒｅ』が評 価が高いが、他に ＩｆＭｅｔａｂｏｌｉｓｍＪ、

『Ｄｉａｂｅｔｏｌｏｇｉａ』がある。

更に内分泌のそれぞれの分野の専門雑誌と

しては骨・カルシウム代謝の『Ｊｏｕｒｎａｌｏｆ

Ｂｏｎｅ＆ ＭｉｎｅｒａｌＲｅｓｅａｒｃｈ！！、神経内分泌

学の『Ｎｅｕｒｏｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇ”ｙ』『Ｊｏｕｒｎａｌｏｆ

Ｎｅｕｒｏｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｙ』 『Ｐｅｐｔｉｄｅｊ］、甲状腺

の『Ｔｈｙｒｏｉｄ』などがあるが、一般の内分泌

科医が読まねばならない雑誌とは言えない。

そ の他 に は、 イ タ リ ア 内分 泌 学 会 誌

『ＪｏｕｒｎａｌｏｆＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｉｃａｌＩｎｖｅｓｔｉｇａ－

ｔｉｏｎ』や『ＲｅｃｅｎｔＰｒｏｇｒｅｓｓｉｎ Ｈｏｒｍｏｎｅ

Ｒｅｓｅａｒｃｈｊ］、さらに最近発刊された『Ｅｎｄｏｃ－

ｒｉｎｏｌｏｇｉｓｔ』、『Ｅｎｄｏｃｒｉｎｅ』（Ｅｎｄｏｃｒｉｎｅ

Ｊｏｕｒｎａｌ に対抗して同じ名前 Ｅｎｄｏｃｒｉｎｅ

６２－



Ｊｏｕｒｎａｌを付けようとしたが、結局 Ｅｎ－

ｄｏｃｒｉｎｅとなったと思われる雑誌）などの雑

誌もある。特に『ＪｏｕｒｎａｌｏｆＥｎｄｏｃｒｉｎｏ－

ｌｏｇｉｃａｌＩｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｏｎ』は症例報告も受理す

ることから時々日本からの論文も掲載されて

いるが、日本ではこれらの雑誌を定期的に読

んでいる人は多くないであろう。

１．に述べたように、内分泌代謝学がボー

ダーレスになりつつあることを反映し、内分

泌代謝の臨床の進歩を理解するのに必要な雑

誌は内分泌代謝の専門雑誌のみにはとどまら

ない。その意味で、英国の『ＮａｔｕｒｅＪｌ、米国

の『Ｓｃｉｅｎｃｅ』『Ｃｅｌｌ』の３つの基礎科学雑

誌は、内分泌代謝学に限らず、医学全般にお

いて無視することはできない。特に前者２つ

は、内分泌代謝学のトピックスとなるような

基礎研究の成果が載ることが多い。ただし、

後からその結果がくつがえされることがある

のも、その特徴からやむを得ないことであろ

う。『ＣｅｌｌＪはこれらに比べて自己完結が要

求されるのでトピックスのものはむしろ掲載

されにくいが、１編読むと上質の小説を読ん

だような満足感を得られることがある。

また最近『Ｎａｔｕｒｅ』の分子生物学部門を

独立させた『ＮａｔｕｒｅＧｅｎｅｔｉｃｓ』は内分泌代

謝学に限らず、様々な疾患の病因遺伝子の成

果が掲載されており、今後一般化するのは確

実な遺伝子診断の知識を学ぶのに重要である。

更に『ＪｏｕｒｎａｌｏｆＢｉｏｌｏｇｉｃａｌ Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ』

（ＪＢＣ）
ヽ『

ＴｈｅＰｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓｏｆｔｈｅＮａｔｉｏｎａｌ

Ａｃａｃｅｍｙ ｏｆ Ｓｃｉｃｅｎｃｅｓ，ＵＳＡ』（ Ｐｒｏｃ

ＮａｔｌＡｃａｄＳｃｉＵＳＡ、いわゆるプロナス）、

『Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ Ｃｌｉｎｉｃａｌ Ｉｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｏｎ』

（ＪＣＩ）も挙げられる。

また臨床一般誌の英国の『ＴｈｅＬａｎｃｅｔ』、

米国の『ＴｈｅＮｅｗＥｎｇｌａｎｄＪｏｕｒａｎｌｏｆ

Ｍｅｄｉｃｉｎｅ』なども臨床内分泌代謝学の画期

的な成果が載ることも多く、毎週目を通すこ

とが望ましいだろう。後者はマサチューセッ

ツ州医師会の雑誌として発刊したものである

が、事務所はハーバード大学医学部構内の図

書館Ｃｏｕｎｔｗａｙ Ｌｉｂｒａｒｙの中にある。私事
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であるが、筆者が留学中、歴史を感じさせる

外観を持ったこの図書館をよく利用した。学

外文献も無料で取り寄せてもらえ、大変便利

であった。日本語を学習中らしい係員に

”Ｋｏｓｈｉｙａｍａ－Ｓａｎ”と呼び出されたのも楽

しい思い出である。

さて、この『ＴｈｅＬａｎｃｅｔＪｌ 『ＴｈｅＮｅｗ

Ｅｎｇｌａｎｄ Ｊｏｕｒａｎｌｏｆ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ』の２つの

雑誌は臨床雑誌としては最高峰であり、重要

な臨床研究が掲載される。特にある治療が本

当に効果があるのかどうかの ｐｒｏｓｐｅｃｔｉｖｅ

ｓｔｕｄｙの成果はこの２つに載ることが多い。

糖尿病におけるインスリン強化療法の有用性

の証明が『ＴｈｅＮｅｗＥｎｇｌａｎｄＪｏｕｒａｎｌｏｆ

Ｍｅｄｉｃｉｎｅ』に掲載されたことは広く知られ

ていることである。基礎雑誌に比べるとやや

地味な感もあるが、近年の分子生物学の進歩

を無視することはできず、最近では遺伝子異

常の論文も散見されるようになってきた。

『ＴｈｅＮｅｗＥｎｇｌａｎｄＪｏｕｒａｎｌｏｆＭｅｄｉ－

ｃｉｎｅ』ではいわゆるｈｏｔｐａｐｅｒにはＥｄｉｔｏｒｉａｌ

と称して、論文の位置づけについてのＥｄｉ－

ｔｏｒの意見がつけられることがあるが、これ

はその分野の簡単なｒｅｖｉｅｗとして役に立つ。

４．雑誌の評価－ｉｍｐａｃｔｆａｃｔｏｒ

最近雑誌の数が増えるにつれ、各人の業績

の評価をする際に、論文の発表された雑誌の

客観的な評価法が求められるようになった。

中でもｉｍｐａｃｔｆａｃｔｏｒ が代表的である。こ

れは雑誌を読む際にも参考になり、この欄で

もしばしば引用されている。すなわち評価の

高い雑誌を優先的に読むということになる。

ｉｍｐａｃｔｆａｃｔｏｒ とは ＳｃｉｅｎｃｅＣｉｔａｔｉｏｎ

Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ（ＳＣＩ）が発表する指標で、過去２年

間の全論文が他の論文に引用された平均回数

を論文総数で割ったものである。すなわちそ

の雑誌の一つの論文が他の論文に引用される

回数を表し、これが高いほどその雑誌の評価

が高いことになる。ｒｅｖｉｅｗ専門誌はｉｍｐａｃｔ
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ｆａｃｔｏｒが高くなりやすい、読者の多い雑誌は

必ずしも評価が高くなくとも、ｉｍｐａｃｔｆａｃ－

ｔｏｒが高くなりやすいなど の欠点 もあるが、

現在のところ雑誌の客観的評価としては一番

用いられているものである。

例えば１９９３年の資料では、医学一般では

『ＴｈｅＮｅｗＥｎｇｌａｎｄＪｏｕｒｎａｌｏｆＭｅｄｉｃｉｎｅ』が

２３．７６２、 『ＴｈｅＬａｎｃｅｔ』１５．８８８、『Ａｎｎａｌｓ

ｏｆＩｎｔｅｒｎａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ』９．２９７の順である。

内分泌学の分野では『ＥｎｄｏｃｒｉｎｅＲｅｖｉｅ

ｗｓ』が１位（１２．９５３）、 『ＭｏｌｅｃｕｌａｒＥｎ－

ｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｙ』が２位（６．３８５）、以下１０位ま

で挙げると、３位『ＦｒｏｎｔＮｅｕｒｏｅｎｄｏｃｒｉｎ』

（６．０４５）、４位『ＲｅｃｅｎｔＰｒｏｇｒｅｓｓｉｎＨｏｒ－

ｍｏｎｅＲｅｓｅａｒｃｈ』（５．９０９）、５位『 Ｄｉａ－

ｂｅｔｅｓ』（５．２５６）、６位 『ＪｏｕｒｎａｌｏｆＢｏｎｅ

ａｎｄ Ｍｉｎｅｒａｌ Ｒｅｓｅａｒｃｈ』（５．２４３）、 ７位

『ＪｏｕｒｎａｌｏｆＣｅｒｅｂｒａｌＢｌｏｏｄＦｌｏｗａｎｄ

Ｍｅｔａｂｏｌｉｓｍｊ（５．２４１）、 ８位『Ｄｉａｂｅｔｏｌｏ－

ｇｉａ』（５．０４７）、 ９位 『 Ｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｙ 』

（４．２５６）、１０位『ＪｏｕｒｎａｌｏｆＣｌｉｎｉｃａｌＥｎｄｏ

－ｃｒｉｎｏｌｏｇｙ ａｎｄ Ｍｅｔａｂｏｌｉｓｍ』（４．２２０）の

順であった。やはりｒｅｖｉｅｗ誌の『Ｅｎｄｏｃｒｉｎｅ

Ｒｅｖｉｅｗｓ』が圧倒的に高い。私自身が見たこ

ともない雑誌も入っているが、一つの目安に

はなろう。（表１）

５．臨床内分泌代謝学の雑誌の読み方

若い医師より文献の集め方を聞かれること

が多い。考えてみると、論文の書き方を論じ

た書物は数多くあるけれども、論文を書く際

に重要な文献の集め方を論じた文章はあまり

見たことがない。内分泌代謝学に限ると皆無

に近いかも知れない。筆者自身を省みても、

先輩や同僚のやり方やアドバイスを参考に試

行錯誤を繰り返してきたように思う。そこで、

筆者自身の内分泌代謝学の文献の読み方をこ

こに述べることも意義があるかも知れない。

まず何か文献を探すきっかけになる理由と

しては、これまで遭遇したことのない疾患に

－６４－

あたり、その全体について知りたい場合、あ

る疾患での合併症や検査値異常を認めて関連

があるかどうか、その頻度はどうか知りたい

場合、ある疾患の治療方針の決定に迷う場合

などに分けられるであろう。その際筆者は、

とりあえずなるべく新しい文献、できれば

ｒｅｖｉｅｗでしかも評価の高い雑誌に掲載され

ているものをまず探す。それには国外雑誌な

ら『ＥｎｄｏｃｒｉｎｅＲｅｖｉｅｗｓ』『ＪＣＥＭ』、国内

雑誌では先に挙げた一般内科雑誌の特集号や

『内分泌症候群』『ホルモンと臨床』、特に

『興味ある症例』などより新しい文献をまず

探す。国内雑誌の場合は参考文献より英文誌

のなるべく新しいものを見つける。後は必要

に応じて孫引きを繰り返していき、必要なも

のを集める。検査値の異常の場合は『広範囲

血液・尿化学検査、免疫学的検査』、珍しい

症例の場合は『増刊号、興味ある症例』から

始めることもある。

文献検索は、以前の『ＣｕｒｒｅｎｔＣｏｎｔｅｎｔｓ』

『Ｉｎｄｅｘ Ｍｅｄｉｃｕｓ』などだけに頼っていた

頃に比 べ ると、ＭＥＤＬＩＮＥなど の コン

ピュータ検索により簡便になってきたが、い

きなり複数項目で検索してもなかなか思うよ

うな文献は現れないことが多い。まず適当な

新しい文献を探すことにコンピュータを利用

した方が効率的なように思う。ただ ＭＥＤ－

ＬＩＮＥ を利用すれば、一定のテーマで Ａｂ－

ｓｔｒａｃｔだけを読むことによって簡単にある程

度の知識が得られ、便利であるには違いない。

このようにして集めた文献は必ず項目ごと

に細分して整理し、いつでも取り出せるよう

にファイルに入れておく。こうしてファイル

を多く蓄積しておくと、再び同じ疾患で知り

たいことが生じた場合に有用である。また最

初に述べた新しい文献をスムーズに見つける

ためには普段より前述の評価の高い雑誌に目

を通しこまめに集めておく、それが無理でも

重要と思われる論文はどの雑誌に載っていた

か覚えておく努力を続けておくと、いざ文献

を探す段になっても、容易に探しやすい。

もっともこのようなやり方は、コンピュータ



やマルチメディアの発達によりすぐに時代遅

れになるかもしれない。

６

おわりに

文献とのつきあい方は、「学んで思わざれ

ば則ちくらし、思うて学ばざれば則ち殆（あ

や）うし」の一言に尽きると思う。すなわち、

文献だけを読んでいたのでは博学にはなれて

も何も生み出廿ないし、文献を読まずに臨床

経験のみから仮説だけを立てていたのでは独

りよがりに過ぎない。

これまでの日本の学問は再三指摘されてい

るように欧米諸国より「学ぶ」方に重点が置

かれてきたが、米国に変わる指導的立場も期

待される現在、「思う」方に重点を置くべき

かも知れない。

ここ１－２年の爆発的なインターネットの普

及などにより、手に入れようと思えば無限の

情報が簡単に手に入る時代がやって来た。雑

誌の集め方などに苦労しなくとも、図書をイ

ンターネット上に公開している図書館も現れ

てきた。一見非常に便利になってきたと思え

るが、言い換えれば情報過多の時代でもある。
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ここではいわゆる医学雑誌のみを取り上げた

が、医学雑誌以外に医学情報を手に入れる方

法の選択はどんどん広がるであろうし、医学

雑誌の概念も数年も経てば随分と変わってく

るかもしれない。

この状況は、糖尿病や高血圧で最近注目さ

れているｔｈｒｉｆｔｙｇｅｎｅ仮説を連想させる。

ｔｈｒｉｆｔｙｇｅｎｅとは直訳すれば倹約遺伝子で、

糖分や食塩を体内に取り込み、なるべく外に

出さないように働く遺伝子で、原始時代には

このような遺伝子が生存に有利に働いたが、

急激な都市化により栄養や食塩が豊富に手に

入るようになったことにこの遺伝子の淘汰が

追いつかず、糖分や食塩を取り込みすぎて糖

尿病や高血圧が急激に発症したという仮説で

ある。

同じことが情報量が急激に増大した現状に

言えるのではないか。すなわち現在では情報

を取り込みすぎるのは必ずしも有利とは言え

なくなり、情報を選択することが必要になっ

てきたと思える。雑誌の読み方の文章として

は甚だ逆説的な結論になるが、あまり雑誌の

内容に必要以上にこだわることなく、独自の

仮説を立てる努力を続けることも重要であろ

う。

表１．内分泌代謝学分野の雑誌のｉｍｐａｃｔｆａｃｔｏｒ（１９９３年）

１．ＥｎｄｏｃｒｉｎｅＲｅｖｉｅｗｓ

２．ＭｏｌｅｃｕｌａｒＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｙ

３．ＦｒｏｎｔＮｅｕｒｏｅｎｄｏｃｒｉｎ

４．ＲｅｃｅｎｔＰｒｏｇｒｅｓｓｉｎＨｏｒｍｏｎｅＲｅｓｅａｒｃｈ

５．Ｄｉａｂｅｔｅｓ

６．Ｊ．ｏｆＢｏｎｅａｎｄＭｉｎｅｒａｌＲｅｓｅａｒｃｈ

７．Ｊ．ｏｆＣｅｒｅｂｒａｌＢｌｏｏｄＦｌｏｗａｎｄＭｅｔａｂｏｌｉｓｍ

８．Ｄｉａｂｅｔｏｌｏｇ・ｉａ

９．Ｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇ’ｙ

１０．Ｊ．ｏｆＣｌｉｎｉｃａｌＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｙａｎｄＭｅｔａｂｏｌｉｓｍ

６５

１２．９５３

６．３８５

６．０４５

５．９０９

５．２５６

５．２４３

５．２４１

５．０４７

４．２５６

４．２２０




